
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
臨
時

総
代
会
が

日
、
新
余
目

18

支
所
２
階
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
は
、
信
用

事
業
専
任
理
事
の
辞
任
に

伴
う
役
員
の
選
任
で
す
。

学
識
経
験
理
事
候
補
者

に
、
佐
藤
茂
春
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
（

。

写
真
）

佐
藤
氏
は
、
同
農
協
の

経
営
企
画
部
長
を

月
退

10

職
し
ま
し
た
。

国
税
局
か
ら
告
発

第
２
号
議
案
は
、
新
余

目
支
所
の
売
却
、
及
び
北

部
支
所(

仮
称
）
の
用
地
取

得
の
取
り
止
め
で
す
。

当
該
事
案
は

月

日

6

23

開
催
の
第

回
通
常
総
代

27

会
で
決
議
さ
れ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
売
却
先
で
あ

る(

株)

相
互
不
動
産
の
経

営
者
が
、
法
人
税
を
脱
税

し
た
疑
い
で
、
仙
台
国
税

局
か
ら
告
発
さ
れ
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

顧
問
弁
護
士
と
相
談
の

上
、
業
者
の
財
務
状
態
等、

を
改
め
て
調
査
し
た
結
果

売
却
に
向
け
た
交
渉
を
中

止
す
べ
き
と
判
断
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

北
部
支
所(

仮
称
）
の
取

（

）

得
予
定
地
庄
内
町
吉
方

に
つ
い
て
は
、
売
却
成
立

を
前
提
し
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
農
地
転
用
が

難
し
い
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
か
ら
、
取
り
止
め
と

し
ま
し
た
。

経
過
に
つ
い
て

経
過
に
つ
い
て
、
菅
原

勝
専
務
理
事
は
次
の
よ
う

に
説
明
し
ま
し
た
。

６
月
２
日
の
新
聞
報
道

で
、
不
動
産
事
業
も
行
っ

て
い
る
秋
田
医
療
福
祉

(

株)

の
社
長
が
、
仙
台
国

税
局
か
ら
告
発
さ
れ
て
い

る
と
い
う
情
報
が
入
り
、

売
却
先
で
あ
る(

株)

相
互

不
動
産
の
経
営
者
と
同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

６
月

日
の
役
員
会
、

13

日
の
臨
時
理
事
会
で
対

16応
を
協
議
し
、

日
の
通

23

常
総
代
会
に
な
っ
た
。

総
代
会
で
議
決
後
に
、

正
式
に
交
渉
に
入
る
と
な

っ
た
が
、
総
代
会
で
は
、

交
渉
ご
と
で
あ
り
、
成
立

し
な
い
場
合
が
あ
る
と
の

含
み
を
持
た
せ
た
。

７
月
５
日
に
売
却
先
２

社
と
協
議
を
行
い
、
告
発

に
つ
い
て
は
正
当
性
を
主

張
し
て
い
た
の
で
、
こ
の

時
点
で
は
詳
細
を
把
握
し

き
れ
て
い
な
か
っ
た
。

農
地
転
用
の
問
題

総
代
の
質
問
で
は
、
役

員
の
責
任
を
問
う
発
言
が

続
き
ま
し
た
。

「
売
却
先
の
業
者
の
選

定
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
」

に
つ
い
て
、
菅
原
専
務
は

「
向
こ
う
か
ら
オ
フ
ァ
ー

が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
か
ら

の
選
定
で
は
な
い
」
と
答

え
ま
し
た

「
予
定
地
の
農
地
転
用

の
問
題
」
に
つ
い
て
、
太

田
政
士
組
合
長
は
、

「
９
月
に
な
っ
て
か
ら

庄
内
町
か
ら
農
地
転
用
は。

難
し
い
と
の
話
が
あ
っ
た

基
盤
整
備
が
終
わ
っ
て

か
ら
８
年
間
は
、
国
の
事

業
で
あ
り
転
用
で
き
な
い

が
、
来
年
４
月
に
国
の
網

か
け
は
外
れ
る
。

し
か
し
、
県
の
事
業
が

始
ま
り
、
さ
ら
に
８
年
間

の
網
か
け
と
な
る
。

そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
に

は
、
９
月
中
に
変
更
届
け、

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

難
し
か
っ
た
」
と
述
べ
ま

し
た
。

新
余
目
支
所
売
却
の
計

画
は
、(

株)

栄
不
動
産
と

(

株)

相
互
不
動
産
に
、
土

地
と
建
物
を
現
状
引
き
渡

し
（
解
体
費
用
は
売
却
先

負
担
）
で
、
売
却
予
定
価

格
は
２
千
万
円
で
し
た
。

第
３
号
議
案
は
、
当
該

事
業
の
減
損
損
失
を
加
味

し
た
事
業
計
画
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
計
数
処

理
を
修
正
し
ま
し
た
。

全
額
返
済

ま
た
、
住
宅
抵
当
権
外

し
の
信
用
事
業
の
不
祥
事

問
題
で
は
、
本
人
と
保
証

人
か
ら
全
額
返
済
が
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

2022年 月 日10 23

第 号１３７１
編 集 発 行

日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221
「 」ＨＰは 藤島 加藤鉱一

と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
10月 29人 14,863円
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⑲

村
の
四
季

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

カ
ッ
コ
ウ
と
ヨ
シ
キ
リ

今
、
桐
の
木
は
村
の
中

で
見
る
こ
と
は
な
く
な
っ

た
が
、
桐
の
花
咲
く
頃
カ

ッ
コ
ウ
が
来
る
。

永
慶
寺
の
森
の
中
か
ら

「

」

カ
ッ
コ
ウ

カ
ッ
コ
ウ

と
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く

る
と
、
晴
れ
た
空
に
こ
だ

ま
し
て
、
心
が
浮
き
立
つ

よ
う
で
あ
る
。

近
年
カ
ッ
コ
ウ
の
姿
が

見
え
な
く
な
っ
た
。
ヨ
シ

キ
リ
（
葦
切
）
が
い
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
シ
キ
リ
は
カ
ラ
カ
ラ

ズ
と
も
言
う
。

『
善
治
日
記
』
に
は
、

「
明
治

年
３
月

日

26

12

午
前
快
天
、
午
後
曇
リ
天

西
風
少
シ
４
時
頃
ヨ
リ
山

瀬
少
シ
ア
リ

種
ネ
セ
、

苗
代
拵
（
こ
し
ら
）
ヒ
、

出
来
テ
カ
ラ
田
打
ツ

カ

」

。

ラ
カ
ラ
ズ
来
ル
と
あ
る

３
月

日
は
新
暦
で

12

4

月

日
で
あ
る
。

27『
善
治
日
記
』
は
、
明

治

年
か
ら
昭
和
９
年
ま

26
で
、

年
間
日
記
を
書
き

42

残
し
た
後
藤
善
治
（
本
楯

村
大
字
豊
原)

の
記
録
で
あ

る
。私

の
子
ど
も
の
頃
、
は

し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
う
る
さ
い

子
ど
も
を
「
ゲ
ゲ
ズ
」
と

渾
名
を
つ
け
た
。

あ
だ
なカ

ラ
カ
ラ
ズ
は
「
カ
ラ

カ
ラ
ズ

ジ
ョ
キ
ジ
ョ
キ

ヨ
シ
の
葉

デ
チ
ン
チ

」

キ

ツ
テ
イ
テ
テ
・
・
・

と
か
ん
高
い
声
で
飛
び
回。

る
の
で
そ
う
言
っ
て
い
た

私
の
家
の
隣
地
が
荒
れ

地
に
な
っ
て
葦
（
ヨ
シ
と

あ
し

も
言
う
）
が
生
え
て
い
た

と
き
、
ヨ
シ
キ
リ
が
巣
を

作
っ
た
。

地
面
か
ら
１
㍍
位
の
高

さ
３
～
４
本
の
ア
シ
を
集

め
て×

印
に
し
、
そ
の
上

に
コ
ッ
プ
の
よ
う
な
形
に

作
る
。

底
の
方
は
し
っ
か
り
と

ア
シ
の
茎
を
ま
と
め
て
、

風
で
揺
れ
る
こ
と
の
な
い

丈
夫
な
も
の
で
、
そ
れ
こ

そ
完
全
な
半
球
の
形
の
し

た
お
椀
の
よ
う
な
立
派
な

も
の
で
あ
る
。

こ
の
ヨ
シ
キ
リ
の
巣
に

カ
ッ
コ
ウ
は
卵
を
宿
す
の

で
あ
る
。
託
卵
と
い
う
。

ま
た
、
カ
ッ
コ
ウ
は
モ

ズ
の
巣
に
も
託
卵
す
る
。

川
辺
に
ア
シ
が
生
え
な

い
か
ら
、
ヨ
シ
キ
リ
が
営

巣
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
カ
ッ
コ
ウ
も
託
卵
で
き

な
い
と
言
う
。

自
然
環
境
と
生
態
系
の

問
題
で
も
あ
る
。

Ｊ
Ａ
余
目
支
所
の
売
却
中
止

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
臨
時
総
代
会



コ
ロ
ナ
の
対
策
は

い
つ
か
ら
か
コ
ロ
ナ
で

発
表
さ
れ
る
数
値
の
中
身

が
変
わ
っ
た
。
変
わ
る
前

は
、
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
た
人

の
数
だ
っ
た
が
、
今
は
罹

っ
た
人
が
一
定
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
人
の
数
だ
そ

う
だ
。
な
ら
ば
、
先
週
と

比
べ
て
も
意
味
が
な
い
よ

う
な
感
じ
も
。

▲
変
え
た
わ
け
は
、
新
罹

患
者
を
医
療
機
関
か
ら
保

健
所
に
報
告
す
る
内
容
が

多
く
、
患
者
の
病
院
探
し

な
ど
で
手
が
回
ら
な
い
と、

の
苦
情
が
双
方
か
ら
あ
り

変
え
た
も
の
の
よ
う
だ
。

▲
苦
情
が
出
る
原
因
は
、

コ
ロ
ナ
発
生
を
抑
え
る
国

の
方
針
が
な
い
事
。
行
政

改
革
と
言
っ
て
保
健
所
の

数
と
そ
こ
で
働
く
人
を
減

。

、

ら
し
て
き
た
事
併
せ
て

病
院
の
ベ
ッ
ド
の
数
を
減

ら
し
て
き
た
か
ら
だ
。
こ

の
こ
と
は
、
７
次
だ
、
も

う
す
ぐ
８
次
が
来
る
と
言

い
な
が
ら
、
職
場
の
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
。

▲
こ
う
し
て
発
表
さ
れ
る

数
値
は
以
前
と
比
べ
て
小

さ
く
な
っ
た
が
、
安
心
で

き
な
い
ん
だ
ト
。
実
際
は

そ
の
４
倍
位
あ
る
ん
だ
ろ

う
と
言
っ
て
い
る
人
が
い

た
。
だ
か
ら
俺
た
ち
は
、

市
町
村
ご
と
の
数
値
も
分

か
ら
ず
、
前
よ
り
危
険
な

状
況
に
。
こ
ん
な
状
況
の

下
で
も
、
県
だ
か
が
、
人。

口
比
で
日
本
一
の
こ
と
も

▲
国
は
、
こ
う
し
て
見
か

け
の
数
値
を
小
さ
く
し
て

安
心
さ
せ
、
経
済
を
回
す

・
と
称
し
て
は
、
旅
行
に

補
助
金
を
付
け
た
。
抑
え

ら
れ
て
い
た
人
の
動
き
は

イ
ッ
キ
に
躍
動
。
豪
華
旅

行
を
安
く
す
る
た
め
に
大

き
な
行
列
が
。
ホ
テ
ル
や

旅
行
会
社
で
は
混
乱
も
。

▲
極
端
な
円
安
で
、
外
国

の
旅
行
客
は
急
増
。
そ
の

外
国
で
は
マ
ス
ク
が
使
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
と
日
本

で
も
そ
の
方
向
ダ
ト
か
。

だ
っ
た
ら
、
こ
れ
で
コ
ロ

ナ
は
減
ら
せ
る
の
か
ね
。

俺
は
８
次
が
近
く
な
る
と

思
う
ん
だ
が
（
石
川
）

。

書
く
こ
と
が
、
隊
の
訓

練
・
作
業
・
業
務
に
相
当

す
る
と
し
、
そ
れ
ら
は
欠

席
し
一
心
に
書
い
た
。

上
部
は
転
向
さ
せ
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
砂
田
も
積
極
的
に
転

向
の
意
志
を
表
明
し
た
と

思
わ
れ
る
。

共
産
党
員
で
、
戦
中
、

庄
内
の
農
民
運
動
な
ど
を

指
導
し
た
竹
内
丑
松
（
元

酒
田
市
議
）
は
、
回
顧
録

『
夜
明
け
を
め
ざ
し
て
』

で
「
谷
地
の
社
会
主
義
研

、
究
会
の
も
っ
と
も
若
い
同

人
で
あ
っ
た
砂
田
周
蔵
の

如
き
は
、
兵
役
を
終
え
て

か
ら
警
察
官
に
な
り
、
鶴

岡
署
に
勤
務
し
、
農
民
組

合
の
あ
る
栄
町
の
あ
た
り

を
受
持
ち
、
わ
れ
わ
れ
を

監
視
す
る
任
務
を
担
っ
て

い
た
」
と
書
い
て
い
る
。

右
上
図
に
つ
い
て

聞
き
書
き
あ
る
憲
兵
の
記

4-37

録

朝
日
文
庫
あ

土
屋
芳
雄
氏
の
著
書
の

表
紙
で
あ
る
。

土
屋
氏
は
、
自
分
の
憲

兵
の
悪
行
を
、
朝
日
記
者

に
語
り
記
者
が
記
録
し
た

１
９
２
８
年
に
作
成
さ

れ
た
『
軍
部
関
係
思
想
要

注
意
者
策
動
に
関
す
る
報

告
の
件
』
と
い
う
通
達
が

あ
り
、
軍
隊
内
の
体
制
が

で
き
て
い
た
。
そ
の
中
心

「

」

。

が
身
上
調
書
で
あ
る

「
身
上
調
書
」
を
バ
ネ

に
し
て
取
締
側
に
跳
躍
す

る
方
法
を
考
え
た
。

生
い
立
ち
・
家
庭
の
状

況
・
教
育
程
度
・
入
営
前

の
職
業
お
よ
び
行
動
・
左

傾
思
想
を
抱
い
た
動
機
・

外
部
と
の
通
信
連
絡
状
況

等
の
入
隊
後
の
状
況
な
ど。

が
書
く
べ
き
内
容
で
あ
る

も
の
で
あ
る
。

語
る
改
心
行
脚
と
平
和。

運
動
に
徹
し
た
人
で
あ
る

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

砂
田

特
高
に
転
向

前
々
回
「
村
山
家
と
特

高
・
砂
田
周
蔵
」
の
続
き

で
あ
る
。

１
９
２
５
年
の
徴
兵
検。

査
は
甲
種
合
格
で
あ
っ
た

同
年
南
満
州
公
主
嶺
独。

立
守
備
大
隊
に
入
営
し
た

こ
の
大
隊
は
南
満
州
鉄

道
と
そ
れ
に
付
随
す
る
も

の
の
警
備
が
任
務
で
あ
っ

た
。砂

田
に
つ
い
て
は
、
大

隊
「
要
注
意
人
物
」
の
連

絡
が
入
り
、
所
属
班
長
ま

で
密
か
に
通
知
さ
れ
て
い

た
。 ⇒

新
聞
『
赤
旗
』
日
刊
紙

月

日
付

10

15

（
記
事
・
佐
藤
誠
一
記
者
）

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。


